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令和３年９月７日開会

（令和３年９月７日）

職務のため議場に出席した者は，下記のとおりである

議会事務局長 笹 原 章 弘

議会事務局係長 矢 口 尚 士

議席順 氏 名 出 欠

１ 下 垣 内 和 春 出 席

２ 今 田 佳 男 出 席

３ 竹 橋 和 彦 出 席
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７ 川 本 円 出 席

８ 井 上 美 津 子 出 席

９ 大 川 弘 雄 出 席

１０ 道 法 知 江 出 席

１１ 宮 原 忠 行 出 席

１２ 吉 田 基 出 席

１３ 宇 野 武 則 出 席

１４ 松 本 進 出 席
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説明のため議場に出席した者は，下記のとおりである

職 名 氏 名 出 欠

市 長 今 榮 敏 彦 出 席

副 市 長 新 谷 昭 夫 出 席

教 育 長 高 田 英 弘 出 席

総 務 企 画 部 長 平 田 康 宏 出 席

市 民 福 祉 部 長 塚 原 一 俊 出 席

建 設 部 長 梶 村 隆 穂 出 席

教育委員会教育次長 沖 本 太 出 席

公 営 企 業 部 長 大 田 哲 也 出 席
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午前１０時００分 開会

議長（大川弘雄君） おはようございます。

ただいまの出席議員は１４名であります。定足数に達しておりますので，これより令和

３年第３回竹原市議会定例会を開会いたします。

直ちに，本日の会議を開きます。

本日の議事日程は，あらかじめお手元に配付したとおりであります。

この際，議長から報告いたします。

まず，監査委員より令和３年５月から７月分の例月出納検査の結果報告がありましたの

で，その写しをお手元に配付しておきましたから，御了承願います。

次に，議長において受理しております陳情書等につきましては，陳情書等受理状況一覧

表としてお手元に配付しておきましたので，御了承願います。

次に，議案の説明員として市長，教育長並びに市長から説明の委任または嘱託を受けた

者の出席を地方自治法第１２１条の規定により求めておりますので，報告いたします。

以上で議長からの報告を終わります。

日程に入るに先立ち，今榮市長から挨拶がありますので，これを許します。

市長。

市長（今榮敏彦君） おはようございます。

令和３年第３回竹原市議会定例会の開会に際しまして，一言御挨拶を申し上げますとと

もに，市政運営について私の考えの一端を申し述べ，議員各位並びに市民の皆様の御理解

を賜りたいと存じます。

初めに，本市に大きな被害をもたらした令和３年７月７日からの大雨及び８月の秋雨前

線による災害の発生状況とその対応について御報告いたします。

まず，平成３０年７月豪雨災害からの復旧，復興に全市一丸となって取り組んでいる

中，このたびの災害で重ねて被災された方々をはじめ被災された全ての皆様に対しまし

て，心よりお見舞いを申し上げます。また，災害発生直後より多大な御支援をいただきま

した県や他自治体をはじめ警察，消防関係機関の皆様，自治会や民間団体の皆様のほか，

市内外から駆けつけて来られた災害ボランティア等の皆様に厚くお礼申し上げます。

７月の災害では，７日から降り続いた大雨による災害発生に備え，８日午前７時には全

市域を対象に警戒レベル４の避難指示を発令するとともに，午前８時には避難所１３か所

を開設し，１０日の閉鎖までに最大１５１人の避難者を受け入れました。この災害で人的
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被害はなかったものの，本町や大応地区などの約２４０棟の床上・床下浸水等の住家被害

や市内全域にわたって約７０件以上の道路，河川や農地・農業用施設等に被害が生じたほ

か，道路損壊による宿根地区の一時孤立状態や上田万里地区及び大乗，忠海長浜地区の約

３４０戸で断水が生じましたが，断水は給水車による応急給水を行いながら１０日まで

に，孤立状態は自治会と消防，市職員が協力して必要物資を届けながら１５日までに解消

をいたしました。

８月の災害では，西日本を中心に停滞する秋雨前線が活発化し，１２日午後４時５分に

大雨注意報が発せられ，夜半から警報級の降雨が予測されたことから，午後７時には市全

体を対象とした警戒レベル３の高齢者等避難を発令するとともに，避難所１２か所を開設

いたしました。その後，１４日午前３時及び１５日午前２時１０分にはそれぞれ一部地域

を対象とした警戒レベル４の避難指示を発令し，以後，災害発生危険度に応じた避難情報

の発令，解除や避難所の開設，閉鎖を行いながら，１８日の全ての避難所閉鎖までに最大

３６人の避難者を受け入れました。この災害においても人的被害はなかったものの，１棟

の床下浸水の住家被害が発生するとともに，１４日には市道ののり面崩壊による送水管の

破損に伴い，東野町，西野町，田万里町，仁賀町の約３７０戸で断水が発生いたしました

が，給水車による応急給水を行いながら早期の復旧に取り組み，１５日に解消しておりま

す。

７月の災害後，被災者の支援を最優先に進める必要があることから，即時に県へ実情を

伝え，再度災害防止対策の速やかな実施を要望するとともに，国土交通大臣，国会議員の

皆様や県知事にも被災地を視察していただき，本川関連の浸水対策の具体的検討を行って

いただいているほか，罹災証明等の被害状況の証明をはじめ災害見舞金の給付や税，保険

料等の減免，奨学金の返還猶予，さらには消毒液の配布，災害ごみや発生土砂の収集着手

などの衛生管理を迅速に行っております。

こうした中，新型コロナウイルス感染症の世界的流行を受け，昨年夏から１年延期され

ていた東京２０２０オリンピック・パラリンピックが７月２３日から今月５日まで開催さ

れ，オリンピック３３競技，パラリンピック２２競技で熱戦が繰り広げられました。オリ

ンピックでは，日本選手の史上最多のメダル獲得をはじめ，限界に挑戦するアスリートの

ひたむきな姿が多くの国民に感動を与えました。パラリンピックの各競技でも日本選手の

メダル獲得や健闘が報道される中，本市出身の田口侑治さんがゴールボール代表選手とし

て出場し，定評のある高い守備力でチームの要となる活躍をされました。度重なる災害で
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苦境に直面している被災者を励まし，勇気と希望を与えるプレーをされた田口さんに感謝

を申し上げますとともに，今後のさらなる御活躍を祈念申し上げます。本市といたしまし

ても，田口さんの逆境に立ち向かう姿を範として，平成３０年７月豪雨災害からの復旧，

復興とともに，このたびの災害の被災者に対する生活支援と復旧，復興に力を注いでまい

りますので，御理解と御協力をお願いいたします。

次に，新型コロナウイルス感染症に対する取組について御報告いたします。

現在，感染力が強いとされるデルタ株の影響などにより，全国で感染拡大が急速に進ん

でおり，本市を含めた県内でも新規感染者が急増するなど，切迫した状況が続いておりま

す。こうしたことから，先月２０日から広島県がまん延防止等重点措置の適用を受けるこ

ととなり，本市を含めた県内９市３町が対象区域に指定されておりましたが，県内におけ

る過去最多の新規感染者の発生や医療提供体制が逼迫してきたことから，広島県を含めた

８道県に対しまして今月１２日までを期間とする緊急事態宣言が追加的に発令されており

ます。

本市におきましても，感染拡大に歯止めをかけるため，医師会等と連携し，これまで実

施してきているワクチンの個別接種に加え，７月から新たに集団接種も開始し，接種率の

向上に取り組んでまいりました。現時点で，１２歳以上の市民で１回目のワクチンを接種

した人の割合が８割を超え，希望している人が接種を終える見通しがついたため，今後接

種可能な医療機関や接種日を縮小し，１０月初旬には予約接種を終了することとしており

ます。その後におきましては，保健センターにおいて随時市民からの相談に応じながら，

１２歳到達者を含め，ワクチン接種の取組を推進するとともに，国，県及び医師会等の関

係機関と連携を図りながら感染拡大防止に全力を尽くしてまいります。市民及び事業者の

皆様におかれましては，緊急事態宣言が発出されていることを十分に御理解をいただき，

マスクの着用，小まめな手洗いや換気，３密の回避などの基本的な感染症対策の徹底のほ

か，外出の半減や他地域との往来の自粛などに御協力をお願いいたします。

次に，竹原市総合計画に掲げる将来都市像「元気と笑顔が織り成す 暮らし誇らし，竹

原市。」の実現に向けて推進をしている施策の取組状況を御報告いたします。

まず，重点テーマである「平成３０年７月豪雨災害からの早期復旧・復興」についてで

あります。

１点目の「くらしの再建」につきましては，対象者の属性や世代を問わない地域まるご

と支え合い体制づくりにおいて，地域の実情を把握，分析することを目的とした地域アセ
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スメントに取り組んでおり，８月に福祉専門職から当事者に係るヒアリングを開始してお

ります。今後におきましても，多様な方法で当事者の生活課題や地域資源の把握に努める

とともに，関係機関との情報の共有，連携の強化などを図りながら，引き続き包括的，重

層的な支援体制の構築に向けて取り組んでまいります。

２点目の「まちの復旧」につきましては，道路の崩壊から路肩規制がされていた市道松

橋線の復旧工事が７月に完了するとともに，新たに市道楠通小梨線の復旧工事を発注する

などしており，市が管理する道路や河川に関しての工事発注率は８月末時点で約９８％

で，完了率は約７６％，農地，農業用施設に関しては工事発注率は約８８％で，完了率は

約８４％という状況になっております。引き続き，安全・安心に暮らすための基盤となる

社会インフラを取り戻すため，今年度中の全ての工事完了を目指して取組を進めてまいり

ます。

３点目の「そなえの強化」につきましては，長年にわたって堆積している土砂を取り除

き，浸水被害を未然に防止する必要があることから実施している砂防河川曽井川における

浚渫工事の現地作業を６月に終了するとともに，吉崎排水機場におきましても７月に浚渫

工事に着手しており，来年３月には完了する予定としております。引き続き，こうした大

規模災害に備えた取組を進めながら，災害に強い社会基盤を構築し，誰もが安全・安心に

暮らせるまちづくりにつなげてまいります。

地域にお住まいの高齢者や障害のある方などの避難行動要支援者の個別避難計画の策定

につきましては，７月に福祉専門職団体へ事業内容の説明を終えるとともに，８月に市内

の福祉専門職の方に広島県主催の防災対応力向上研修に参加していただいたところであり

ます。引き続き，要支援者とその御家族，地元住民，福祉専門職等関係団体が連携をしな

がら個別避難計画を策定し，要支援者が円滑かつ迅速に避難するための支援体制を構築し

てまいります。

次に，将来都市像の実現に向けた取組を加速するため，総合計画の前期の５年間におい

て推進するたけはら元気プロジェクトに掲げる２つの重点施策についてであります。

１点目の人々を「呼び込む“ちから”づくり」を推進する事業につきましては，観光プ

ロモーションの取組として，６月に県内外の観光拠点やウェブ等において観光マーケティ

ングを目的としたアンケート調査を実施しております。今後におきましては，このアンケ

ート調査の分析結果を踏まえ，情報発信や観光プロダクトの開発を行うとともに，デジタ

ル観光マップの作成及びこれを活用した観光施設の案内やスタンプラリーの実施のほか，
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新型コロナウイルス感染症収束後の観光客の誘客に向けた取組も進めてまいります。

人口減少等からさらなる増加が見込まれる空き家問題につきましては，４月に広島県司

法書士会と協定を締結し，相続関係が複雑な空き家所有者を調査する業務を新たに開始す

るとともに，７月には専門家等により構成される空き家等対策協議会を開催し，今年度末

に期間が満了する空家等対策計画の見直しに向けて現状分析の報告や意見交換などを行っ

ております。今後におきましても，これまでの空き家除去，改修支援や家財道具処分支援

などの取組と併せて空き家化の抑制や予防の促進を図るなど，空き家等に関する施策，事

業を総合的かつ計画的に推進し，空き家問題の解消につなげてまいります。

老朽化が進んでいる市営住宅につきましては，今後の計画的，効率的な修繕を目的とし

て昨年度に策定をした市営住宅長寿命化計画に基づき，６月に長浜市営住宅の屋根防水工

事，７月に柏西，成井市営住宅の避難設備設置工事を開始しており，それぞれ９月，１１

月に完成する予定となっております。引き続き，長寿命化計画に基づいた市営住宅の計画

的修繕を実施することにより，質の向上とストックの有効活用を図り，安全で快適に暮ら

せる住環境の整備に努めてまいります。

次に，２点目の人々を「育てる“ちから”づくり」を推進する事業につきましては，出

会い，結婚，妊娠，出産，育児の切れ目のない支援のために行う取組のうち，出会いの支

援として近隣市町と連携して実施する婚活イベント支援事業者を７月に選定しており，本

市を開催地とした婚活イベントの準備を進めております。また，結婚の支援として，婚姻

に伴う経済的負担を軽減するため，新規に婚姻した世帯の新生活の支援を行う結婚新生活

支援事業補助金について６月から募集を開始しております。引き続き，これまでの子育て

支援の取組に加えて，子育て前の支援の取組も充実させながら，子供が健やかに生まれ育

つための環境づくりの包括的な支援体制を推進してまいります。

ＧＩＧＡスクール構想に向けたＩＣＴ活用教育につきましては，４月から１人１台端末

を配付し，教育活動の中で子供たちが日常的にタブレットを活用しながら学習に取り組ん

でおります。今月には指導者用のデジタル教科書を全校に導入し，さらに効果的に学習を

深めることができるよう指導方法の工夫を行っているところであります。今後におきまし

ても，学習者用のデジタル教科書の導入も見据え，子供たちがタブレットを自在に操作で

きる能力の向上を図るなど，ＩＣＴ活用教育の充実に努めてまいります。

義務教育のグローバル化促進を目的とした未来の人材育成につきましては，主要な取組

である海外派遣研修を新型コロナウイルス感染症拡大の影響によりやむなく中止をいたし
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ましたが，その代替えの取組として２，３学期に市内の中学校第３学年及び義務教育学校

第９学年の全生徒を対象にハワイ州イリマ中学校とのオンライン交流を予定しておりま

す。また，今月には各学校に洋書を購入し，日常的に子供たちが英文に親しむことができ

る環境の整備にも取り組んでおります。今後におきましても，外国語に興味を持つことが

できる様々な学習や多様な体験を通して外国語によるコミュニケーション能力を高めると

ともに，異文化，自文化理解を深め，ふるさと「たけはら」を広く発信できる人材の育成

を推進してまいります。

本定例会では，さきの７月の災害から一日も早い復旧，復興を図るため，被災した公共

土木施設，学校施設などに対する復旧工事を行うとともに，新型コロナウイルス対策とし

て，ふくしの駅のエアコンの更新や換気機器の設置に加え，外出自粛等の経済的影響を受

ける市内事業者に向けて，使用場所を市内店舗限定のデジタルプレミアム商品券を発行

し，消費活動を喚起するほか，感染収束後の観光需要の高まりを見据え，通過型観光から

宿泊等滞在型観光への転換を図り，観光消費額の増大やにぎわいを創出するためのプロモ

ーション経費などの補正予算案を計上しております。このほか，さきの災害に係る対策費

用及び緊急事態宣言により休業，時短営業等の影響を受ける事業者に対する経済的支援に

係る補正予算の専決処分の報告や決算認定関連など，本定例会に提案する議案は合計１１

件となっております。令和２年度決算におきましては厳しい財政状況にはありますが，持

続可能な財政構造の確立に向けた財政健全化計画の取組に一定の成果が出てきており，引

き続き本市の地域資源を活かした各施策を着実に推進し，元気な竹原市の実現に向けて全

力を尽くす所存であります。

議案の詳細につきましては，この後各担当から御説明申し上げますが，議員各位におか

れましては何とぞ慎重に御審議いただいた上，適切な御決定を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。

以上，よろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） これより日程に入ります。

――――――――――――――――――――――

日程第１

議長（大川弘雄君） 日程第１，会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は，会議規則第８８条の規定により，議長において２番今田佳男議員，

１１番宮原忠行議員を指名いたします。
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――――――――――――――――――――――

日程第２

議長（大川弘雄君） 日程第２，会期の決定についてを議題といたします。

お諮りいたします。

今期定例会の会期は，本日から９月２９日までの２３日間といたしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，会期は本日から９月２９日までの

２３日間と決定いたしました。

――――――――――――――――――――――

日程第３

議長（大川弘雄君） 日程第３，報告第１１号令和２年度決算に基づく健全化判断比率及

び資金不足比率についてを議題といたします。

提案者の報告を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました報告につきまして御説明申し上

げます。

議案説明書の３ページをお開きください。

報告第１１号令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について御説明

申し上げます。

本件は，地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により，本市の健全化判断比率及び資金不足比率について監査委員の意見をつけて議

会へ報告するものであります。

まず，健全化判断比率のうち，実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては，実

質収支が黒字であり，比率なしとなっております。実質公債費比率につきましては８．

４％となっており，将来負担比率につきましては９４．０％となっております。

次に，資金不足比率につきましては，水道事業及び下水道事業ともに資金不足額がない

ため，比率なしとなっております。

なお，これらの比率が早期健全化基準を上回る場合，財政健全化計画の策定や外部監査

等が必要となりますが，本市の比率につきましては，いずれもこれを下回っております。
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どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって質疑を終結いたします。

以上で報告第１１号を終わります。

――――――――――――――――――――――

日程第４・日程第５

議長（大川弘雄君） 日程第４，報告第１２号令和３年度竹原市一般会計予算の補正につ

いて及び日程第５，報告第１３号令和３年度竹原市一般会計予算の補正についての２件を

一括議題といたします。

提案者の報告を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました報告第１２号及び報告第１３号

につきまして御説明申し上げます。

議案説明書の４ページをお開きください。

報告第１２号令和３年度竹原市一般会計補正予算（第５号）について，その概要を御説

明申し上げます。

本報告は，令和３年７月７日からの大雨により災害復旧事業等を早急に実施する必要が

生じましたが，議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認め，地方自治法

第１７９条第１項の規定により，令和３年７月１６日に専決処分をいたしましたので，同

条第３項の規定により議会の承認をお願いするものであります。

補正の内容といたしましては，まず歳出でありますが，民生費においては災害見舞いに

要する経費として災害見舞金２１４万円，災害救助に要する経費として災害廃棄物処理委

託料など１，８１４万３，０００円，合わせて２，０２８万３，０００円を追加計上して

おります。災害復旧費においては，公共土木施設災害復旧に要する経費３億１６５万円，

農林水産施設災害復旧に要する経費１億２，９００万円，公立学校施設災害復旧に要する

経費２３２万円，合わせて４億３，２９７万円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，歳出に係る特定財源として分担金及び負担金２５０万
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円，国庫支出金７，７６１万６，０００円，県支出金１５万円，市債３億４，３８０万円

を追加計上するとともに，一般財源として繰越金２，９１８万７，０００円を追加計上す

ることにより収支の均衡を取っております。

以上により，歳入歳出それぞれ４億５，３２５万３，０００円を追加し，予算総額は歳

入歳出それぞれ１３２億６，２５３万９，０００円となるものであります。

次に，議案説明書の５ページをお開きください。

報告第１３号令和３年度竹原市一般会計補正予算（第６号）について，その概要を御説

明申し上げます。

本報告は，新型コロナウイルス対策事業を早急に実施する必要が生じましたが，議会を

招集する時間的余裕がないことが明らかであると認め，地方自治法第１７９条第１項の規

定により，令和３年８月２６日に専決処分をいたしましたので，同条第３項の規定により

議会の承認をお願いするものであります。

補正の内容といたしましては，まず歳出でありますが，商工費において商工業振興対策

に要する経費として中小企業者支援金など２，７３５万円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，歳出に係る特定財源として国庫支出金２，６６０万

３，０００円を追加計上するとともに，一般財源として財政調整基金繰入金７４万７，０

００円を追加計上することにより収支の均衡を取っております。

以上により，歳入歳出それぞれ２，７３５万円を追加し，予算総額は歳入歳出それぞれ

１３２億８，９８８万９，０００円となるものであります。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

議長（大川弘雄君） 報告が終わりました。

これより一括質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって一括質疑を終結いたします。

本件は，報告承認案件のため，会議規則第３７条第３項の規定により，委員会付託を省

略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，本件は委員会付託を省略すること

に決しました。
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これより分離し，順次討論，採決いたします。

まずは，報告第１２号令和３年度竹原市一般会計予算の補正について，これより討論に

入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は報告のとおり承認することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（大川弘雄君） 確定しました。着席をお願いします。

採決の結果，起立全員であります。よって，本案は報告のとおり承認されました。

次に，報告第１３号令和３年度竹原市一般会計予算の補正について，これより討論に入

ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は報告のとおり承認することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（大川弘雄君） 確定しました。着席をお願いします。

採決の結果，起立全員であります。よって，本案は報告のとおり承認されました。

――――――――――――――――――――――

日程第６

議長（大川弘雄君） 日程第６，議案第４８号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求

めることについてを議題といたします。

提案者の説明を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました議案につきまして御説明申し上

げます。

議案説明書の６ページをお開きください。
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議案第４８号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて御説明申し上

げます。

本案は，竹原市の区域から選出されております人権擁護委員のうち坂本忠明委員が令和

３年１２月３１日をもって任期満了となりますので，その後任委員として同氏を引き続き

推薦いたしたいと考え，人権擁護委員法第６条第３項の規定により，議会の意見を求める

ものであります。

坂本氏は，吉名地区自治会連合会会長，竹原市自治会連合会副会長，竹原市公衆衛生推

進協議会副会長，竹原市社会教育委員を歴任されるなど，地域住民の福祉の向上のため尽

力されており，地域社会の実情に通じ，住民の信望も厚く，人権擁護委員として適任であ

ると考えるものであります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって質疑を終結いたします。

本件は，人事案件のため，会議規則第３７条第３項の規定により，委員会付託を省略い

たしたいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，本案は委員会付託を省略すること

に決しました。

これより討論，採決いたします。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり異議ないものと回答することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（大川弘雄君） 確定しました。着席をお願いします。

採決の結果，起立全員であります。よって，本案は原案のとおり異議ないものと回答す

ることに決しました。
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――――――――――――――――――――――

日程第７～日程第１０

議長（大川弘雄君） 日程第７，議案第５２号令和３年度竹原市一般会計補正予算（第７

号）から日程第１０，議案第５５号令和３年度竹原市下水道事業会計補正予算（第１号）

までの４件を一括議題といたします。

提案者の説明を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第５２号から

議案第５４号までの３議案につきまして御説明申し上げます。

議案説明書の１８ページをお開きください。

議案第５２号令和３年度竹原市一般会計補正予算（第７号）について，その概要を御説

明申し上げます。

初めに，歳出について御説明いたします。

民生費においては，介護予防拠点施設管理に要する経費として施設整備工事費など８４

２万９，０００円，障害者福祉事務及び生活保護事務などに要する経費として国・県支出

金返還金４，７７６万２，０００円，合わせて５，６１９万１，０００円を追加計上して

おります。

衛生費においては，地域保健医療対策に要する経費として施設整備工事費など７４９万

８，０００円，がん対策に要する経費としてシステム改修委託料４９５万円，健康づくり

推進及び予防接種に要する経費として国・県支出金返還金５８３万７，０００円，合わせ

て１，８２８万５，０００円を追加計上しております。

農林水産業費においては，農業振興対策に要する経費として園芸用農地確保支援事業補

助金６６万円を追加計上しております。

商工費においては，商工業振興対策に要する経費として次世代ビジネスリーダー養成講

座補助金６０万円，観光宣伝に要する経費として観光プロモーション委託料２，２００万

円，プレミアム付商品券事業に要する経費としてデジタルプレミアム付商品券発行事業委

託料３，６５０万円，合わせて５，９１０万円を追加計上しております。

土木費においては，河川維持補修に要する経費として維持補修工事費１，２００万円，

緊急自然災害防止対策に要する経費として測量設計委託料４，０００万円，下水道事業に

要する経費として下水道事業会計補助金５３７万８，０００円，合わせて５，７３７万
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８，０００円を追加計上しております。

教育費においては，教材整備に要する経費としてシステム使用料など４９９万２，００

０円を追加計上しております。

災害復旧費においては，公共土木施設災害復旧に要する経費２億円，農林水産施設災害

復旧に要する経費１億２，０１０万円，公立学校施設災害復旧に要する経費６００万円，

その他公共施設等災害復旧に要する経費４７０万円，合わせて３億３，０８０万円を追加

計上しております。

これに対し，歳入でありますが，歳出に係る特定財源として分担金及び負担金１００万

円，国庫支出金１億８，１６４万７，０００円，県支出金１，２６６万円，市債２億１，

５２０万円を追加計上するとともに，一般財源として財政調整基金繰入金１億６６８万

４，０００円，前年度繰越金１，０２１万５，０００円を追加計上し，収支の均衡を取っ

ております。

以上により，歳入歳出それぞれ５億２，７４０万６，０００円を追加し，予算総額は歳

入歳出それぞれ１３８億１，７２９万５，０００円とするものであります。

次に，繰越明許費について御説明いたします。

災害復旧費の平成３０年公共土木施設災害復旧事業，令和３年公共土木施設災害復旧事

業，平成３０年農林水産施設災害復旧事業及び令和３年農林水産施設災害復旧事業につい

て，年度内に完了が見込めないため繰り越すものであります。

次に，議案説明書の２０ページをお開きください。

議案第５３号令和３年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について，そ

の概要を御説明申し上げます。

まず，歳出でありますが，諸支出金において，療養給付費等精算に伴う返還金に要する

経費として過年度返還金１９５万３，０００円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，前年度繰越金１９５万３，０００円を追加計上し，収

支の均衡を取っております。

以上により，歳入歳出それぞれ１９５万３，０００円を追加し，予算総額は歳入歳出そ

れぞれ３３億７，１５５万７，０００円とするものであります。

次に，議案説明書の２１ページをお開きください。

議案第５４号令和３年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１号）について，その概

要を御説明申し上げます。
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まず，歳出でありますが，基金積立金においては基金管理に要する経費として介護給付

費準備基金積立金１，９８１万８，０００円を追加計上しております。諸支出金において

は，介護給付費交付金等の返還に要する経費として過年度返還金１，１９６万７，０００

円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，支払基金交付金２６１万３，０００円を追加計上する

とともに，前年度繰越金２，９１７万２，０００円を追加計上し，収支の均衡を取ってお

ります。

以上により，歳入歳出それぞれ３，１７８万５，０００円を追加し，予算総額は歳入歳

出それぞれ３５億６，４０８万２，０００円とするものであります。

どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 公営企業部長。

公営企業部長（大田哲也君） ただいま議案となりました議案のうち，議案第５５号につ

きまして御説明申し上げます。

議案説明書の２２ページをお開きください。

議案第５５号令和３年度竹原市下水道事業会計補正予算（第１号）について，その概要

を御説明いたします。

今回の補正予算は，汚泥処理委託業務について見直しを行う必要が生じたため，予算を

増額補正するものであります。

まず，収益的支出予定額においては，汚泥処理に要する経費として営業費用の処理場費

委託料５３７万８，０００円を追加計上しております。

これに対し，収益的収入予定額においては，営業外収益の他会計補助金５３７万８，０

００円を追加計上するものであります。どうぞよろしくお願いをいたします。

議長（大川弘雄君） 説明が終わりました。

ただいま議題となっております４件につきまして，これより一括質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって一括質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております日程第７，議案第５２号令和３年度竹原市一般会計補正

予算（第７号）から日程第１０，議案第５５号令和３年度竹原市下水道事業会計補正予算

（第１号）までの４件につきましては，お手元に配付しております議案付託表のとおり，
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それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

――――――――――――――――――――――

日程第１１～日程第１３

議長（大川弘雄君） 日程第１１，議案第４９号令和２年度竹原市歳入歳出決算認定につ

いてから日程第１３，議案第５１号令和２年度竹原市水道事業決算認定についてまでの３

件を一括議題といたします。

提案者の説明を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第４９号につ

きまして御説明申し上げます。

議案説明書の７ページをお開きください。

議案第４９号令和２年度の竹原市一般会計及び特別会計の歳入歳出決算については，地

方自治法第２３３条第２項の規定により監査委員の審査に付したところ，令和３年８月２

５日付をもちまして審査意見書を提出していただきましたので，同条第３項の規定により

議会の認定に付するものであります。

以下，各会計の決算の概要を御説明いたします。

一般会計決算から御説明いたします。

まず，歳入につきましては，予算現額１９５億４，３２７万６，０００円に対し，決算

額は１６２億１，８８８万１，０００円となっておりますが，１６億７，０１７万２，０

００円について繰越明許費等の特定財源として翌年度へ繰り越しておりますので，これを

予算現額から差し引いた後の執行率は９０．７％になります。

この歳入決算における科目別の主なものの概要でありますが，市税につきましては予算

現額３６億４，９９３万９，０００円に対し，決算額は３６億１，５３２万４，０００円

となり，予算現額に対し，９９．１％の収入率となっております。また，調定額３７億

５，４００万５，０００円に対する収納率は９６．３％であり，なお多額の収入未済額が

ありますので，今後とも収納率の向上に努めてまいります。

地方交付税につきましては，予算現額２９億４，９５４万１，０００円に対し，決算額

は２９億４，４１９万７，０００円となっております。普通交付税の決算額につきまして

は２５億３４４万１，０００円，特別交付税の決算額につきましては４億４，０７５万

６，０００円となっております。前年度と比較すると，普通交付税は２億４，７４９万
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５，０００円の増，特別交付税は１，０７６万円の減となっております。

分担金及び負担金につきましては，予算現額１億１，６１３万７，０００円に対し，決

算額は９，８４７万円となっておりますが，６４万９，０００円について繰越明許費の特

定財源として翌年度へ繰り越しております。また，調定額９，９７８万７，０００円に対

する収納率は９８．７％で，収入未済額は１３１万７，０００円となっております。その

主なものは保育所負担金であり，今後とも収納率の向上に努めてまいります。

使用料及び手数料につきましては，予算現額１億３，２９４万２，０００円に対し，決

算額は１億１，４３７万４，０００円となっております。また，調定額１億４，０８２万

４，０００円に対する収納率は８１．２％で，収入未済額は２，６４５万円となっており

ます。その主なものは住宅使用料であり，今後とも収納率の向上に努めてまいります。

国庫支出金につきましては，予算現額６９億３５９万４，０００円に対し，決算額は５

２億２，５２０万３，０００円となっておりますが，９億１，２３５万円について繰越明

許費等の特定財源として翌年度へ繰り越しておりますので，予算現額と決算額の差は７億

６，６０４万１，０００円になります。

県支出金につきましては，予算現額１１億２，５３６万９，０００円に対し，決算額は

１０億７，３４３万４，０００円となっておりますが，３，６３７万２，０００円につい

て繰越明許費の特定財源として翌年度へ繰り越しておりますので，予算現額と決算額の差

は１，５５６万３，０００円になります。

繰入金につきましては，予算現額２億４，４３９万７，０００円に対し，決算額は３，

３２９万円となっております。これは地域振興基金２，５５５万８，０００円を繰り入れ

たことなどによるものであります。

市債につきましては，予算現額２４億６３３万２，０００円に対し，決算額は１１億

３，０７５万５，０００円となっておりますが，７億１，７８０万円について繰越明許費

等の特定財源として翌年度へ繰り越しておりますので，予算現額と決算額の差は５億５，

７７７万７，０００円になります。

次に，歳出でありますが，予算現額１９５億４，３２７万６，０００円に対し，決算額

は１５５億１，１０６万８，０００円となっておりますが，予算現額のうち２２億８，５

０３万２，０００円を繰越明許費等として翌年度へ繰り越しておりますので，これを予算

現額から差し引いた後の執行率は８９．９％になります。

この歳出決算の科目別不用額５００万円以上の費目について，その概要を御説明いたし
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ます。

議会費につきましては，予算現額１億４，７３６万７，０００円に対し，決算額は１億

４，１１３万８，０００円となり，不用額は６２２万９，０００円であります。これは，

旅費２３１万５，０００円，市政調査活動交付金などの負担金補助及び交付金１５０万

３，０００円の減が主なものであります。

総務費につきましては，予算現額１８億４，９４２万３，０００円に対し，決算額は１

５億９，７０７万８，０００円となり，翌年度へ６，５９１万４，０００円を繰り越して

おりますので，不用額は１億８，６４３万１，０００円であります。これは，基金管理費

において積立金１億１，９５８万４，０００円の減が主なものであります。

民生費につきましては，予算現額７２億５４８万４，０００円に対し，決算額は７０億

１５７万６，０００円となり，翌年度へ２００万５，０００円を繰り越しておりますの

で，不用額は２億１９０万３，０００円であります。これは，社会福祉総務費において国

民健康保険特別会計への繰出金１，１３０万１，０００円，障害者福祉費において扶助費

２，５２０万５，０００円，老人福祉費において介護保険特別会計への繰出金３，２１５

万１，０００円，生活保護費において扶助費２，２２８万８，０００円の減が主なもので

あります。

衛生費につきましては，予算現額１２億３，８４３万３，０００円に対し，決算額は９

億２，３４７万１，０００円となり，翌年度へ１億４，２５８万５，０００円を繰り越し

ておりますので，不用額は１億７，２３７万７，０００円であります。これは，予防費に

おいて予防接種委託料などの委託料１，３５５万３，０００円，塵芥処理費において広島

中央環境衛生組合負担金などの負担金補助及び交付金１億２，４２５万２，０００円の減

が主なものであります。

労働費につきましては，予算現額４，１５７万６，０００円に対し，決算額は４，１５

１万１，０００円となり，不用額は６万５，０００円であります。

農林水産業費につきましては，予算現額４億４，２４６万１，０００円に対し，決算額

は２億７，１２２万８，０００円となり，翌年度へ１億４，７６６万３，０００円を繰り

越しておりますので，不用額は２，３５７万円であります。これは，農業振興費において

郷土産業振興館の施設運営等委託料などの委託料５８３万１，０００円の減が主なもので

あります。

商工費につきましては，予算現額５億８，６０９万円に対し，決算額は４億５，５５７
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万２，０００円となり，翌年度へ６，０６４万４，０００円を繰り越しておりますので，

不用額は６，９８７万３，０００円であります。これは，商工業振興費において中小企業

融資制度預託金５，０００万円の減が主なものであります。

土木費につきましては，予算現額１８億９，０７６万１，０００円に対し，決算額は１

２億３０８万３，０００円となり，翌年度へ６億２，１１０万円を繰り越しておりますの

で，不用額は６，６５７万８，０００円であります。これは，港湾建設費において県営港

湾整備事業負担金１，０７４万７，０００円，公共下水道事業費において下水道事業会計

負担金など１，０７１万１，０００円の減が主なものであります。

消防費につきましては，予算現額５億７，５８０万９，０００円に対し，決算額は５億

４，８４０万７，０００円となり，不用額は２，７４０万２，０００円であります。これ

は，常備消防費において常備消防委託料７７２万９，０００円，非常備消防費において消

防団員報酬などの報酬６３０万円の減が主なものであります。

教育費につきましては，予算現額１１億８，１５８万７，０００円に対し，決算額は９

億６，０７２万円となり，翌年度へ１，３７７万１，０００円を繰り越しておりますの

で，不用額は２億７０９万６，０００円であります。これは，小学校費の学校管理費にお

いて設計委託料などの委託料２，２１７万９，０００円，備品購入費７，６３８万３，０

００円，中学校費の学校管理費において設計委託料などの委託料８０１万４，０００円，

備品購入費２，９９４万８，０００円の減が主なものであります。

災害復旧費につきましては，予算現額３２億２，６１１万９，０００円に対し，決算額

は１２億２，８６５万８，０００円となり，翌年度へ１２億３，１３５万円を繰り越して

おりますので，不用額は７億６，６１１万１，０００円であります。これは公共土木施設

災害復旧費において委託料７００万円，工事請負費６億７，７５１万１，０００円，農林

水産施設災害復旧費において委託料２，７００万円，工事請負費５，００８万６，０００

円の減が主なものであります。

公債費につきましては，予算現額１１億４，２５０万円に対し，決算額は１１億３，８

６２万６，０００円となり，３８７万４，０００円の不用額であります。

以上により，歳入歳出差引き額は７億７８１万３，０００円となり，このうち６億１，

４８６万１，０００円を翌年度に繰り越すべき財源といたしておりますので，実質収支は

９，２９５万２，０００円となります。

なお，地方自治法第２３３条の２の規定により，実質収支９，２９５万２，０００円の
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うち５，３５４万９，０００円を基金へ繰り入れております。

次に，国民健康保険特別会計について御説明いたします。

歳入につきましては，予算現額３２億７，３３２万９，０００円に対し，決算額は３２

億５，３３０万３，０００円となり，２，００２万６，０００円の減となっております。

国民健康保険税の収納状況につきましては，調定額５億８，３８１万円に対し，決算額

が４億９，２３５万４，０００円となり，収納率は８４．３％で，収入未済額は７，１０

０万円となっております。国民健康保険税が保険給付の主要な財源になることを踏まえ，

今後も保険財政安定化のため収納率の向上に努めてまいります。

歳出につきましては，予算現額３２億７，３３２万９，０００円に対し，決算額は３２

億６３４万１，０００円となり，執行率は９８．０％で，不用額は６，６９８万８，００

０円であります。これは，一般被保険者の療養給付費負担金２，５１２万３，０００円，

国民健康保険財政調整基金積立金１，３４５万円の減及び予備費９８４万７，０００円の

不用額が主なものであります。

以上により，実質収支は４，６９６万２，０００円となります。

なお，地方自治法第２３３条の２の規定により，実質収支４，６９６万２，０００円の

うち２，３４８万１，０００円を基金へ繰り入れております。

次に，貸付資金特別会計について御説明いたします。

歳入につきましては，予算現額８５６万４，０００円に対し，決算額は７４５万円とな

り，１１１万４，０００円の減となっております。そのうち，貸付金元利収入につきまし

ては，調定額４，４３２万１，０００円に対し，決算額が７４５万円となり，収入未済額

は２，８０３万３，０００円となっております。今後とも収納率の向上に努めてまいりま

す。

歳出につきましては，予算現額８５６万４，０００円に対し，決算額は７４５万円とな

り，執行率は８７．０％で，不用額は１１１万４，０００円であります。

以上により，歳入歳出同額の決算となります。

次に，港湾事業特別会計について御説明いたします。

歳入につきましては，予算現額５，３３４万５，０００円に対し，決算額は５，２６６

万６，０００円となり，６７万９，０００円の減となっております。

歳出につきましては，予算現額５，３３４万５，０００円に対し，決算額は３，８５２

万１，０００円となり，執行率は７２．２％で，不用額は１，４８２万４，０００円であ
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ります。

以上により，実質収支は１，４１４万５，０００円となります。

次に，公共用地先行取得事業特別会計について御説明いたします。

本会計につきましては，公共用地の先行取得を必要とする事態が生じた場合に対応する

ためのものでありますが，令和２年度においてはそのような事態が生じなかったため活用

しなかったものであります。

次に，介護保険特別会計について御説明いたします。

歳入につきましては，予算現額３５億６，１３５万８，０００円に対し，決算額は３３

億８，１４３万３，０００円となり，１億７，９９２万５，０００円の減となっておりま

す。

介護保険料の収納状況につきましては，調定額６億７，０７２万１，０００円に対し，

決算額が６億６，２９８万２，０００円となり，収納率は９８．８％で，収入未済額は５

７７万円となっております。介護保険料は保険給付の財源の一部となるものであり，被保

険者間における公平負担の観点からも収納率の向上に努めてまいります。

歳出につきましては，予算現額３５億６，１３５万８，０００円に対し，決算額は３３

億２，３０８万７，０００円となり，執行率は９３．３％で，不用額は２億３，８２７万

１，０００円であります。これは，居宅介護サービス給付費の負担金１億１，４０５万

４，０００円，地域密着型介護サービス給付費の負担金３，０２０万２，０００円，介護

予防生活支援サービス事業費の負担金２，１８１万１，０００円の減が主なものでありま

す。

以上により，実質収支は５，８３４万６，０００円となります。

なお，地方自治法第２３３条の２の規定により，実質収支５，８３４万６，０００円の

うち２，９１７万３，０００円を基金へ繰り入れております。

次に，後期高齢者医療特別会計について御説明いたします。

歳入につきましては，予算現額５億１，１６１万３，０００円に対し，決算額は５億５

０８万３，０００円となり，６５３万円の減となっております。

後期高齢者医療保険料の収納状況につきましては，調定額３億６，１５７万７，０００

円に対し，決算額が３億５，９６５万６，０００円となり，収納率は９９．５％で，収入

未済額は１３７万９，０００円となっております。後期高齢者医療保険料は保険給付の財

源の一部となるものであり，被保険者間における公平負担の観点からも収納率の向上に努
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めてまいります。

歳出につきましては，予算現額５億１，１６１万３，０００円に対し，決算額は５億４

０７万６，０００円となり，執行率は９８．５％で，不用額は７５３万７，０００円であ

ります。

以上により，実質収支は１００万７，０００円となります。

以上，各会計について決算の概要を御説明申し上げましたが，普通会計の収支の状況に

つきましては，実質収支は昨年度に引き続き黒字となるとともに，実質単年度収支は財政

調整基金の積立てを行ったことなどにより黒字となりました。

また，地方公共団体の財政の健全化に関する法律で算定及び公表が義務づけられた健全

化判断比率は，引き続き良好な値を示しておりますが，経常収支比率につきましては前年

度と比較して４．６ポイント減少したものの，９６．０％と引き続き高い水準となってお

ります。

厳しい財政状況において財政健全化計画の取組による一定の成果は出ておりますが，監

査委員の審査意見に配慮しつつ，計画的で効率的な財政運営を推進し，引き続き持続可能

な財政基盤の確立に向けた取組を進めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 公営企業部長。

公営企業部長（大田哲也君） ただいま議案となりました議案のうち，議案第５０号及び

議案第５１号の２議案について御説明申し上げます。

議案説明書の１４ページをお開きください。

議案第５０号令和２年度竹原市下水道事業決算認定について御説明申し上げます。

この決算の内容につきましては，去る８月２日，監査委員の審査が終了いたしましたの

で，ここに監査委員の審査意見書及び各種参考資料を添えて，地方公営企業法第３０条第

４項の規定により議会の認定を求めるものであります。

なお，竹原市下水道事業は令和２年度から地方公営企業法の財務適用を行ったことか

ら，公営企業会計による初めての決算となります。

決算の概要でありますが，まず収益的収入及び支出について申し上げますと，収入総額

５億９，２００万６，０００円に対し，支出総額５億８，１８５万円で，差引き１，０１

５万６，０００円の当年度利益を算出しておりますが，税抜額での当年度純利益は０円と

なっております。

税抜額の内容，内訳といたしましては，まず収益的収入でありますが，下水道使用料，
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雨水処理負担金などの営業収益が１億８，０２３万９，０００円，一般会計負担金及び補

助金，長期前受金戻入などの営業外収益が３億９，４０５万５，０００円，地方公営企業

法の適用に係る特別利益が４１８万３，０００円で，合わせて５億７，８４７万７，００

０円となっております。

次に，収益的支出につきましては，施設の運転や維持管理費，運転経費，減価償却費な

どの営業費用が４億８，９８２万７，０００円，企業債支払利息などの営業外費用が８，

４１２万５，０００円，地方公営企業法の適用に係る特別損失が４５２万５，０００円

で，合わせて５億７，８４７万７，０００円となっております。

次に，資本的収入及び支出について申し上げますと，税込額で収入総額３億６，１５９

万８，０００円に対し，支出総額５億４，５１２万４，０００円で，収入総額のうち翌年

度へ繰り越される支出の財源に充当する額１，２１０万円を除いた差引き１億９，５６２

万６，０００円の不足額を生じておりますが，この補填財源といたしましては，当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，０１５万６，０００円，引継金１，９７６万

６，０００円，当年度分損益勘定留保資金１億６，５７０万４，０００円で補填経理をい

たしました。

資本的支出の主な事業内容を申し上げますと，管渠建設事業費では，中通地区下水道面

整備工事や多井新開地区下水道面整備工事，中央地区雨水排水工事を実施したほか，下水

道管渠の詳細設計を行いました。処理場建設事業費では，処理水路の増加に対応するた

め，竹原浄化センターの水処理施設及び汚水処理施設の機械設備増設工事に向けた実施設

計を行い，令和３年度へ繰り越すなど，快適な暮らしと安全で安心な暮らしの実現に向け

て努めてまいりました。そのほか企業債償還金３億１，３６４万８，０００円を支出経理

いたしております。

次に，資本的収入につきましては，企業債１億９，３１０万円，一般会計支出金４，９

０６万円，国庫補助金９，７５０万円，工事負担金２，１９３万８，０００円をそれぞれ

収入経理しております。

以上，収益的収支及び資本的収支の概要を御説明いたしました。

次に，業務量につきましては，処理区域面積は１１８．５ヘクタールとなり，対前年度

比１．３ヘクタールの増加となっております。また，人口普及率は１８．５％となり，対

前年度比０．６ポイントの増加となっております。年間汚水処理水量は４７万２７５立方

メートルで，対前年度比１万４，３５８立方メートルの増加により，年間有収水量は４３
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万４，４１３立方メートルで，対前年度比５，５９１立方メートルの増加となっておりま

す。

次に，財政状況につきましては，貸借対照表の内容を申し上げますと，負債合計９９億

１，５２２万９，０００円，資本合計３億５，６４７万４，０００円，合わせて負債資本

合計１０２億７，１７０万３，０００円となっております。

最後に，監査委員から御指摘，御要望のありました事項につきましては，これに配慮し

つつ公営企業の基本原則であります経済性を常に発揮するとともに，安定した経営基盤の

確立に向けた取組を進めてまいります。

次に，議案説明書１６ページをお開きください。

議案第５１号令和２年度竹原市水道事業決算認定について御説明申し上げます。

この決算の内容につきましては，去る８月２日，監査委員の審査が終了いたしましたの

で，ここに監査委員の審査意見書を添えて，地方公営企業法第３０条第４項の規定により

議会の認定を求めるものであります。

決算の概要でありますが，まず収益的収入及び支出について申し上げますと，収入総額

１０億５，２２６万７，０００円に対し，支出総額７億６，１１３万円で，差引き２億

９，１１３万７，０００円の当年度利益となりますが，税抜額での当年度純利益は２億

３，２７２万９，０００円となっております。

その内訳といたしましては，収益は，有収水量が前年度と比較し１２万３，６６１立方

メートル増加したことにより，給水収益が税抜額で前年度に比較して２，８３８万２，０

００円の増加となっております。

支出につきましては，税抜額で前年度に比較して費用が増加したものは，使用料５５５

万３，０００円，資産減耗費１９４万８，０００円，委託料１４５万９，０００円などで

あり，一方，前年度に比較して費用が減少したものは，賃借料５５５万円，動力費４１８

万６，０００円，企業債利息３３０万８，０００円などとなっており，前年度と比較して

７２３万６，０００円の費用減となっております。

１立方メートル当たりの給水原価につきましては１３９円３４銭で，前年度と比較して

５円４銭の減少となっております。

次に，資本的収入及び支出について申し上げますと，収入総額２，８６３万円に対して

支出総額７億８７６万８，０００円で，差引き６億８，０１３万８，０００円の不足が生

じておりますが，この補填財源といたしましては，当年度分消費税及び地方消費税資本的
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収支調整額５，８５８万４，０００円，過年度分損益勘定留保資金１，２９７万８，００

０円，当年度分損益勘定留保資金１億８，８４０万４，０００円，減債積立金６，０００

万円，建設改良積立金３億６，０１７万２，０００円で補填経理をいたしました。

資本的収入につきましては，消火栓設置費負担金６８５万４，０００円，竹原工業・流

通団地送水設備工事費負担金１，４００万８，０００円，広島県発注の国道４３２号道路

改良工事に伴う配水管移設工事負担金４８１万４，０００円をそれぞれ収入経理しており

ます。

資本的支出の主な事業内容を申し上げますと，市道忠海福田線配水管布設替え工事，市

道大王線ほか４路線配水管布設替え工事，成井浄水場ほか水道テレメータ装置更新工事，

諏訪谷増圧ポンプ所ほか７か所ポンプ等更新工事など総額６億２，７３５万１，０００円

の工事を施工し，市内全般にわたる円滑な給水体制の確保並びに平成３０年７月豪雨災害

に係る災害復旧に努めてまいりました。そのほか，企業債償還金６，３３３万７，０００

円，固定資産購入費６５２万６，０００円をそれぞれ支出経理いたしました。

次に，財政状況につきましては，貸借対照表の内容を申し上げますと，負債合計１１億

９，４７５万７，０００円，資本合計４３億２，４２３万２，０００円，合わせて負債資

本合計５５億１，８９８万９，０００円となっております。

最後に，監査委員から御指摘，要望のありました事項につきましては，これに配慮しつ

つ公営企業の基本原則であります経済性を常に発揮するよう取組を進めてまいります。

説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 説明が終わりました。

お諮りいたします。

ただいま議題となっております日程第１１，議案第４９号令和２年度竹原市歳入歳出決

算認定についてから日程第１３，議案第５１号令和２年度竹原市水道事業決算認定につい

てまでの３件につきましては，議案の質疑を省略し，申合せにより，１３名の委員をもっ

て構成する決算特別委員会を設置し，これに付託いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって日程第１１，議案第４９号令和２年

度竹原市歳入歳出決算認定についてから日程第１３，議案第５１号令和２年度竹原市水道

事業決算認定についてまでの３件は，１３名の委員をもって構成する決算特別委員会を設
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置し，これに付託することに決しました。

お諮りいたします。

ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については，竹原市議会委員会条

例第８条第１項の規定により，議長において，１番下垣内和春議員，２番今田佳男議員，

３番竹橋和彦議員，４番山元経穂議員，５番高重洋介議員，６番堀越賢二議員，７番川本

円議員，８番井上美津子議員，１０番道法知江議員，１１番宮原忠行議員，１２番吉田基

議員，１３番宇野武則議員，１４番松本進議員，以上１３名を指名いたしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，ただいま指名いたしました１３名

を決算特別委員会委員に選任することに決しました。委員の皆様はよろしくお願いいたし

ます。

以上で本日の日程は終了いたしました。

今後のスケジュールですが，会期日程表のとおり９月８日は決算特別委員会，９日，１

０日は各常任委員会の審査をお願いし，９月１３日は本会議を再開し，一般質問を行いま

す。

本日はこれにて散会いたします。

午前１１時２３分 散会


